画像/アニ乂ーシヨンファイルの利用 


グラフィックライブラリの一覧画面で周（乂ニュ ー） を}甲ず、ま 
たは画像の表示画面で田（乂ニュー）を押ずと、ちのような 
ニュー画面が表示されまず。 

画像編集や画像を成などグラフィックライブラ IJ での各操作は、 
；^^ニュー画面か6各項目を選んで操作しまず。 

♦選択または表示している画像のファイル形式やデータ内容、操作を 
はじめる画面（一覧画面または表示画面）によっては、操作できな 
かつすこ、）、 表示される^こューが異なる塌音'があリます。 


ii- 


afi 


04-03-20.15-17 

田連続表示 
旦画面設定 
回画像サイス編集 
回画像編集 
回画像合ぶ 
回 パーコード 
百ファイルを変更 
回ファイルる一覧表示 
回乂ール添付 




>画像やアニイーシヨンを編集して保をするときに、ライブラ I 」のゾモリが一巧のと 
きは、空き容量不足の fi 宙認イツ亡ージが表示されまず。不要なファイルを消ちする 
ときは、 P .9-30 を参照してください。 


画像を拡大/縮小する 


»画像のお大/縮小は、画面の中むを基点にして行います。 

I タニユー画面 （ tt ^ P .9-12) で、「回画像ヴイブ編集」 
を選び、#を巧す。 

2 「因化大縮小」を選び、#を巧す。 

リサイズけ広大/縮小）モードになリまず。 

•ディスプレイ下部左に r 移動」が表示されていることを確認し 
てください。表示されていないときは、臣？（リサイブ）を}甲し 
まず。 

•画像ま示中に度？ （ リサイス）を巧しても、リサイズけ広大/縮 
小）モードにな口まず。 


画像サイス編集 
因拡大縮小 
呂画像サイス修正 


-'〇 




拡大/縮小の中'むを指定（画像を移動）する（移動モード） 

•度？（移動）を巧しまず。「リサイブ」が表示され、移動モードになリまず。 
•このあと0を巧し続けて、拡大/綿小ずる場含の中むとなる位置を、画面の 
中央部に移動しまず。 

•ボタンを巧している間、画偉が移動しまず。ボタンから手を離ずと、止まリま 
ず。（それ切上移動できない位置まで移動ずると、ボタンを巧し続けていても、 
止まリまず。） 

リサイスモードに戻る 

•画偉を移動したあと、度？（リサイブ）を巧しまず。 

ク©り広大）または® (縮小）を巧し続けて、画像のヴ 
イブを密まする。 

ボタンを巧している間、画像があ大/縮小されまず。ボタンか6 
手を離ずと、止まりまず。（それ iU 上}広大/縮小できないサイズ 
になると、ボタンを巧し続けていても、止ま口まず。） 

■画像を なめ5かにずる：巧 （ Soft ) 




。なも* み ~ 巧况 iE 
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•拡大によリ画面か引まみ出した（表示されていない）部分は、登時に自動 
脚こ消去されまず。 

•拡大/縮小褚に、度？（移動）を巧し移動モードにしたときは、拡大/縮小し 
た結果は破棄され、元の大きさに戻リまず。 


4変更が終われば、# (登歸）を押す。 

サイズ変更した画像が新しい画像として登され、グラフィック 
ライブラリの画面に房ります。 


画像サイブを変更する 


壁紙巧や着信時表示用などのサイブに変まずることができまず。 

■固をのサイズに変更ずるほか、お好みのサイズに切り出すことができまず。 

■画像サイズを変更ずると、画像のデータサイズも変更されまず。□ングイールに画像を 
ミを巧するときなどにも巧利です。 

■画像サイズが大きい場合、エラーが表示され、画像を表示できないことがあります。 


g 固定サイスに変更する 


I タニユー画面 （@ P .9-12) で、「回画像ヴイス'編集」 
を選び、#を押す。 


2 「0画像ヴイブ修正」を選び、#を巧す。 

•「宜画像サイブ修正」が選択できない画像の場合、操作できまだ 
ん。 


〇「因壁紙用」〜「◎アラーム時表示用」のいずれかを選 
び、 （0) を押す。 

選んだ画像とサイズを示す巧が表示されまず。（利用できない画 
像は表示されまだん。） 

•各サイズについては iU 下のとおりでず。 


壁紙用 

横 S40X 縦 320 ドット 

写乂ール用 

横 120X 縦 160 ドット 

サブディスプレイ表示用 

横 64 X 縦 96 ドット 

パワ ー ON/OFF 用 X 

横 120X 縦 130 ドット 

着信時表示 巧X 

横。 0X 縦 38 ドット 

アラーム 時表示 用 X 

横。 0X 綱己 1 ドット 


' X このあと、サイズを変更した画像を マ イキトラクタのオリジナ 
ルに設ちずると、元のサイズが自動的に2倍となって表示され 
まず。 

■ 画像サイズの選がやリ直し：'^ (サイブ） 



心か乂 hsmm リ I バ I 
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4 画像の表示範囲を指ちするとき 

n 度?を押し、ディスプレイ下卽左に「リヴイス」を表 
示さだる。 

•すでに「 リサイブ」 が表示されているときは、必要あリまだん。 

曰0を巧し、表示範囲を指定する。 

•画像サイズによっては、表示範囲を指走できない場合もあり 
ます。 

画像をお大縮かするとき 

n 度?を押し、ディスプレイ下部左に「移動」を表示さ 
だる。 

•ずでに「移動」が表示されているときは、必要ありまだん。 

曰® (掘大）または© (縮小）を巧し続けて、ヴイ 
スををまする。 （@ P .9-12 の操作3 ) 

(ミ夫を）を巧す。 

6 (0)( 登歸）を巧す。 

—サイズ変更した画像が新しい画像として登され、グラフィック 
ライブラリの画面に戻リます。 

■登 しない：度？（戻る） 

gj サイスを自由に変更する 


風 

3化 戸子 


I タニユー画面 （ tt ^ P .9-12) で、「回画像ヴイブ編集」 
を選び、#を巧す。 

3「図画像サイス修正」を選び、#を巧す。 

•「 呂画像サイブ修正」 が選択できない画像の場合、操作できまだ 
ん。 

3「回自由切出」を選び、#を巧す。 

画像が表示されまず。（「+」表示） 

4媛を巧し.「+」を切リ出す部好の左上に移動する。 

ぶ#を押したあと.續を巧し、「+」を切リ出す部おの 
ち下に移動する。 

■ 左上の指定か 5 やり直ず：度？（戻る） 

6を](完下）を巧す。 

■画像 サイズの選択か 5 やり直し：を] (サイブ） 

■ iU 降の操作： @ P .9-13「 固をサイブに変更ずる 」の操作 4 1 U 降 
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画像にマーカー/文字を入力する 


画像にマーカーを付けたり、文字を追加ずることができます。 
■マーカーを付け5れる画像は、 JPEG お式と PNG お式でず。 

I タニユー画面（厭 P .9-12) で、「回画像編集」を選び、 
#を巧す。 

ク「因マーカースタンプ」を選び、 （0) を押す。 




マーカースタンプ 

[ 

〇文字 

因+ 

回ク 

凸、 

回、 

回' 

百で字色設定 
回縁取,:)設定 




3 文字を入力するとき 

n 「四文字」を選び、#を巧す。 

日文字を入力 （ o ：^ P .4-6 〜 P .4-15) し、#を巧す。 

•最大全ち8文字（半角16文字）まで入力できます。 

• JPEG ファイルの塌をは、絵文字の入力ができます 。 (PNG 
ファイルの場合は、入力できまだん。） 

■バーコード読み取り機能は働きまだん。 

■文字の 入力し直し ：臣？ （房る） ♦ 「田文字」 選択 ♦# ♦文 
字修正 

7-力一を巧けるとき 

マーカーの 種類を選び、 （0) を巧す。 

マーカーが巧いた画像が表示されまず。 

■マーカーの 変更：巧（タニユ ー) ♦マーカー種類選択 ♦(§) 

4 0を巧し、文字やマーカーを巧けたい位置に移動した 
あと、#を押す。 




文字やマーカーに色や縁取リを付ける 


I 文字やマーカーを入力したあと、居互〜區司を巧しまず。ボタンを巧ずたけに文字やマー 
カーの色が変わリまず。また、區互を巧ずと、文字やマーカーに婦取リを巧けたリ、婦 
取リをタトずことができまず。 

•縁取リの色は、文字やマーカーに設定したをによってミ央まっていまず。 


■ あらかじめ色や綠取リを設定ずることもできまず。 

♦色設定：操作2のあと「百文字色設定」選}尺 ♦# ♦色選が ♦# 
• 撼取リ設定：操作2のあと「回縁取リ設定」選択 「 ON 」 


「 OFF 」 選が ♦(§) 


V 
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5 「因 YES 」 を選び、#を巧す。 

■確認乂ッたージが表示されたあと、ちの画面が表示されます。 
■文字 やマーカーの追加：操作己のあと 「回 マーキング」選択 
♦® ♦巧 けニュ ー) ♦操作 3 〜巳 
■画像の 確認：操作 5 のあと 「回 画像確認」選択 ♦@) 
■編集の 取りミ肖し：操作 5 のあと「◎編集キ t ン它ル」選択 ♦ 
「四 YES 」 選択♦(憂） 

6「因編集完下」を選び、#を巧す。 

7 「因 YES 」 を選び、#を巧す。 


マーカー スタンプ 
因編集完了 
0マーキンヴ 
回画像確認 
凸編集キトン它ル 


マーカーをつけた画像が、新しい画像として登 
フィックライブラ I 」の画面に戻リまず。 


され、グラ 


画像を装飾する 


画像の色あいやタツチを変えることができまず。 

* 画像装飾できる画像は、 JPEG お式でず。連写画像も利用できまず。 

* 装飾可能な画像サイズは、横 52 X 縦52ドット〜横 240 X 縦320ドツトです。 

これ!上のサイズの画像を装飾ずると、画像の中むを基準に横24 0 X 縦320ドツト部分の 
み巧さ出し、装飾されまず。（画像サイズ电変更されます。） 


タニュー画面 （@ P .9-12) で、 
#を巧す。 


「◎画像編集」を選び、 




連写画像を装飾する 

•「連写画像装飾」を選け、#を巧しまず。このあと操作3に進みまず。 

♦連写画偉の場音、連写画像巧のずべての画像が装飾されまず。連写画像巧の1 
枚の画懷のみを装飾ずる場合は、個別の画像として登してか5操作してくだ 
さい。 


2 「回画像装飾」を選び、#を巧す。 

•巧の装飾が行えます。 


它ピア 

たピアをで濃;'案を表現 

線巧出 

線で巧いた絵のよラな効まを表現 

さ6めさ 

光輝部を十字に輝かだる効果を表現 

アル己ち 

アルミちの側面に貼り巧けた効果を表現 

シトボン玉 

背景にシト ボン 玉を福ずような酒を麵 

円ソフトフレ-ム調 

周リを丸くぼかずフレーム調 

万華鏡 

万華鏡のような効まを表現 

ソフトフレ-ム調 

周リをぼかずフレーム調 

浮彫リタッチ 

方タル 系 シルバーで 立体感を表現 

ちきのレ-ム II 

周リを手でちぎった感じの7レーム調 


夕装飾の種類を選び.#を巧す。 

装飾された画像が表示されます。 
■装飾の や口直し：臣？（戻る） 

4(0)( 登歸）を巧す。 

装飾された画像が新しい画像として登 
ブラリの画面に戻リまず。 


され、グラフィックライ 
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•画像を装飾ずると、画像データサイズが大きくをわってしまい、□ングイール巧応 
機へ?<■-ルさ信できない場合があリまず。 

•装飾された画像によっては、装飾後の画像データサイズが大きくなリずぎて、登 
できないことがありまず。 


顔写真を加工する 


画像内の顔を笑い顔や怒った顔、悲しい顔に変えるなど、加工して楽しむことができ 
まず。（フェイスアレンジ） 

■フェイスアレンジできる画像は、 JPEG お式でず。 

■フェイスアレンジには、正面を向いた顔が大きく中央に写っている画像を1ま用してくだ 
さし、。 

■フェイスアレンジは、あ5かじめ設定されている顔パーツ（輪郭、目、 □) の位置や大 
きさを元に加工を施しまず。そのため、画像内の顔の位置や大きさによっては、うまく 
加工できないこともありまず。 

また、次のよラな画像の場合、ラまく加工できないこともあ口まず。 

ピントが合っていない/首を傾けている/暗い/目が髪で匿れている/画面の中央に 
写っていない/□が開いている/乂ガネをかけている/ヒゲを生やしているなど 

I タニュー画面（厭 P .9-12) で、「回画像編集」を選び、 

#を巧す。 


2 「回フェイスアレンジ」を選び、#を押す。 

•巧のアレンジが行えます。 


ち聞合成 

顔のち半分をちとにした左ち巧称の顔 

ほつそ 

細くなった顔 

左顔合成 

顔の左半分を电とにした左ち巧称の顔 

くしや顔 

上下に圧縮された顔 

微笑む 

目、□が微笑んでいる顔 

色黒 

色黒になった顔 

おる 

目、□が怒っている顔 

色白 

色白になった顔 

悲しむ 

目、□が悲しんでいる顔 

カチン 

怒リマークをを成 


■ あ6かじめ設をされている顔パーツの位置や大きさの確認： 
「◎顔な出確認」選択♦獲） 


クアレンジの種類を選び、 {§) を押す。 

アレンジされた画像が表示されまず。 

■フェイ スアレンジの乂ニュー画面に戻る：度？（戻る） 

J アレンジ後の画像を登歸するときは、#を押す。 

アレンジされた画像が新しい画像として登され、グラフィック 
ライブラリの画面に戻リます。 

•画借に応じてご自分で、顔パーツの位置や大きさを指定して加工ずることもできま 

ず。（陣 P .9-18) 

•フェイスアレンジを行った画像を□ング方ールに添巧したリ、壁紙などに設定して 
楽しまれるときは、人格権、肖像権を尊重し、他のちの中傷などにご配慮ください。 
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顔パーツの位置/大きさを調節する 


あ6かじめ設をされている顔パーツの位置が、アレンジずる画像の顔とずれていると 
きなどは、ご自分で顔パーツの位置や大きさを指をできまず。 

* 顔バーツは画像ごとに指定して登します。 

* P .9-17 の操作2のあと、夕の操作を行います。 

I 「◎顔抽出確認」を選び、#を巧す。 

処理中の確認乂ッ tz - ジが表示されたあと、現だ設をされている 
顔パーツが表示されまず。 

クを）（修正）を巧す。 

顔輪郭の巧の左上に「+」が表示されまず。 

q 顔の輪郭を指定する。 


顔輪郭左上 


# 



# 



變で顔の輪郭の 
左上に「+」を移動 


續で顔の輪郭の 
ち下に「+」を移動 


顔の輪郭の位置が 
指定完了 


■指定の や口直し：臣？（戻る） 


4操作3と同様の操作で、も目一左目一□の順に、それ 
ぞれの顔パーツを、画面上部のガイドに化い、指をす 
る。 


iSS 下 


tel 

^^がを|^巧を 

ち目の巧置を指定 



了!輪郭ち^ 



左目の位置を指定 


□の位置を指定 
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5指定が終わると、巧（完下）を巧す。 

指定した顔パーツがずベて表示されまず。 

■顔 パーツ指定のやリ直し： [ i ^ P .9-18 の操作2からやリ直ず 
■ あらかじめ設定されている献くーツに戻ず：臣？ （ リ它ット） 

ろ#を巧す。 

新規登の確認画面が表示されまず。 

J roYESj を選び、#を巧す。 

指定した顔パーツを付加した画像が新しい画像として登され、 
フェイスアレンジの画面に戻ります。 

■このあと、新規登した画像をイまつてフェイスアレンジの操作 
を巧うと、指をした顔パーツで画像をアレンジすることができ 
まず。 


画像にフレームを巧ける 


フレームを巧けられる画像は、 JPEG お式でず。連写画像ち利用できまず。 

I タニユー画面（厭 P .9-12) で、「回画像編集」を選び、 

#を巧す。 

ク「◎フレーム」を選び、#を巧す。 

連写画像にフレームを付ける 

•「連写フレーム」を選び雜を巧しまず。 この あと、操作3 へ 進みまず。 

•連写画借の場を、連写画像巧のずべての画偉にフレームが巧きまず。連写画偉 
内の1枚の画借のみにフレームを付ける塌をは、個別の画偉として登してか 
ら操作してください。 

3利用するフレームを選び、#を押す。 

フレームが巧いた画像が表示されまず。 

■ フレームの 確認：確認する フレーム 選択 ♦度？ （表示） 

■フレーム設定の:^こユー画面に戻る：度？（戻る） 

4 #を巧す。 

フレームを付けた画像が新しい画像として登され、グラフィツ 
クライブラリの画面に戻リまず。 

■登 中止：度？（戻る） 
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画像にムービンクフォトフレームを巧ける 

画像と内商のムービングフォトフレームを組み合わだて、アニターシヨンを作成ずる 
ことができまず。 

* ムービングフォトフレームを巧け6れる画像は、 JPEG ファイルです。 

* 作成したアニ乂ーシヨンは、 「 E - アニイータ」 （. nva ) お式で登されまず。 

* ムービングフォトフレームを付けることができる画像サイスま、横 120 X 縦160ドットで 
ず。これ iU 上のサイズの画像のときは、画像の中むを基準に横12 0 X 縦160ドット部分の 
みなき出し、ムービングフォトフレームを巧けます。 

I タニユー画面 （ tt ^ P .9-12) で「◎画像編集」を選び、 

#を巧す。 

ク「回ムービンヴフォトフレーム」を選び、#を巧す。 

•データの内容によっては、ムービングフォトフレームが巧け6 
れない場合があります。 

夕利用するムービンヴフォトフレームを選び、#を巧す。 

処理中の確認乂ッ tz - ジが表示されたあと、選んだ画像とムービ 
ングフォトフレームを組み合むだたアニ乂ーシヨンが表示され 
まず。 

■ ムービングフォトフレームの確認：確認ずるフレーム選択 
♦度？（表示） 

■選択画面に戻る：臣7 (戻る） 

4アニターシヨンを登歸するときは、#を巧す。 

■ ムービングフォトフレームの変更：度？（戻る）♦ムービング 
フオトフレーム選択 


画像を回転する 


画像を90度単位（時計回リ）で回転ずることができます。 

I タニユー画面 （@ P .9-12) で、「◎画像編集」を選び、 
#を巧す。 

2 「090度回転」を選び、#を巧す。 

時計回口で90度回転した画像が表示されます。 

■このあと'^ (回 起）を}甲すと、さ5に時計回りで90度回転し 
まず。 

1#を巧す。 

回転した画像が新しい画像として登され、グラフィックライブ 
ラリの画面に戻リます。 

■登 中止：臣？（戻る） 


フレーム選1 
凸踊るネクタイ 
田もぐ6 
呂水族館 
0巧送中 
回□ひげ 


な表示み選択 
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画像の保ちお巧を変換する 


JPEG お式のファイルを PNG お式（ノーマル/ソフト）に変換したリ、 PNG お式 
(ノーマル/ソフト）のファイルを JPEG お式に変換ずることができます。 

■画像の保を形式の変換は、 JPEG ファイル （「 E 」 表示）と PNG ファイル （「 E 」 表示） 
のみ行うことができます。ただし、 JPEG ファイルの場合、乂ニュー画面に「保な形巧変 
換」が表示されないときや、グレー表示されているときは、この操作は行えまだん。 


I タニユー画面 （@ P .9-12) で、「保なおな変換」を選 
び、#を押す。 

2変換する保ちお巧を選び、#を押す。 

巧なお式を変あした画像が新しい画像として登され、グラ 
フィックライブラリの画面に戻りまず。 

•変換前と同じ巧をお式はグレーで表示され、選巧できまだん。 


•保を斤ミまを変巧ずると、画像の容量が変わる場合があリまず。また、保を形式を変 
あしたあと、画像の容量が 12 K バイトを超えたときは、データーサイズオーバーの 
確認イツ tz - ジが表示され、グラフィックライブラリの画面に戻リます。 


画像を壁紙に登錄する 


I タニユー画面（厭 P .9-12) で、「回画面設ミ」を選び、 
#を巧す。 

2「因壁紙登歸」を選び、#を巧す。 

画像の確認画面が表示されます。 

3 #を巧す。 

壁紙に登（オリジナルに登 ） されまず。（壁紙設をが自動的 
に 「オリジナル」 に設定され、 「 ON 」 になります。） 


画面設定^ 

田壁紙登録 
回フイキトラクタ登歸 


T 

夕 

管 

理 


•ずでにオリジナルに画像が登されている場合は、ここで登した画像に変更 
^0されまず。 
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画像をマイキ t ラクタに登錄する 


タニュー画面 （@ P .9-12) で, 
#を巧す。 


「回画面設定」を選び、 


^「回マイキ^ラクタ登歸」を選び、#を巧す。 

3マイキトラクタを表示する場面を選び、#を巧す。 

画像が表示されます。 

• E - アニ乂一夕の画像は、「回着信」、「回アラーム」に利用する 
ことはできまだん。 


ir 


-M 


マイキトラクタ登録 
田パワ ー ON 
百パワ ー OFF 
回着信 
凸アラーム 




各場面の画像サイブ 


パヮ ー ON 

横120縦130ドット 

着信 

横120縦38ドット 

パワ ー OFF 

横120縦130ドット 

アラーム 

横120縦51ドット 


>マイキトラクタとして表示されるときは、 2倍に扼大して表示されまず。 


4 0で画像の表示巧を指定する。 

•画像サイズや種類によっては、表示範囲を指定できない塌をも 
あリます。 

5 #を巧す。 

•マイキトラクタに登（オリジナルに登 ） されまず。（マイ 
キトラクタ設定が自動的に「オリジナル」になリます。） 

•ずでにオリジナルに画像が登されている場音は、ここで登した画像に変更 
されまず。 
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連写画像を個別の画像として登錄する 

連写画像（複数の画像+分割画像）をそれぞれ個別の画像として登ずることができ 
まず。また連写画像の内、指定した画像を個別の画像として登ずることもできます。 

I 待受中に#を巧したあと、「ライブラリ」を選び、 （0) 

を巧す。 

P 「回ヴラフィック」を選び、#を巧す。 

ク個別の画像として登歸する連写画像を選び、#(表示） 

を巧す。 

4連写画像巧のすべての画像を登録するとき 
(タニユ ー) を巧す。 

曰「回全画像個別登歸」を選び、#を巧す。 

ずべての画像が新しい画像として登され、グラフィックラ 
イブラリの画面に戻リまず。 

連写画像巧の1巧の画像を登歸するとさ 

n © で登歸する画像を表示する。 

•4 分割画像、9分割画像、25分割画像も登できまず。 

0^ (タニユー）を巧す。 

曰「◎表示画像のわ登歸」を選び、#を巧す。 

1枚の画偉が新しい画像として登され、グラフィックライ 
ブラリの画面に戻リます。 
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画像のち巧 


分割画像を作なする 


最大4枚の画像を縮小し、1枚の画像内に配置して分割画像を作成することができま 
ず。 

* 分割画像で利用できる画像は、 JPEG 形式でず。連写画像や分割画像も利用できまず。 

I タニュー画面 （@ P .9-12) で、「回画像合巧」を選び、 

#を巧す。 

•分割画像の左上に配置ずる画像を選んで操作してください。 


*r 


0 「田4分•割画像作巧にぉ》」または「04分割画像作巧 24 かリ0」 
を選び、#を巧す。 

•サイズが大きずぎるときは、画像合成選択画面に戻ります。 

タファイルをを入力し、#を押す。 

•全ち16文字（半ち32文字）まで入力できまず。 

■ここで指をしたき号順に、分割画像の左上、も上、左下、も下 
に配置されまず。 

■ファイル名を入力していないときは、確認画面がま示され、夕 
へ進めまだん。 

■ ファイル名の修正：ファイル名選択ファイル名修正 

4指定する涅号を選び、#を巧す。 

グラフィツクライブラリが表示されます。 

K 利用する画像を選び、#を押す。 

選んだ画像が表示されます。（利巧できない画像は選択できまだ 
ん。） 

■ 画偉の変更：周（変更）♦グラフィ、ソクライブラリの画面へ 
■指定ず る番号か5選び直し：度？（戻る）♦操作4へ 
■ 連写画像内の1枚の画像を利巧：連写画像（「国」表示）選巧 
♦{§) ♦画像選が♦邊） 

b #を巧す。 

分割画偉巧の画像として指定されまず。 


巧 


画像合巧 
田4分割画像作成欄I聞 
回4分割画像作な細湖 
回画像分割乂ール結を 
回パノラマ合巧 
回簡単アニ乂作ぶ 


€m 


Wm 




分割画像作成 
ファイルる [MyPhoto ] 
104-03-20- 巧-17 

呂- 

回- 


回- 


Ig ^ 
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7^操作4〜6をくリ返し、画像をすべて指定する。 

■最大4枚まで設定できまず。 

■ 分割画像の確認:を)（タニュー)♦「百分割画像表示」選択 ♦(§) 
■分割画像作成の乂ニュー画面に房る：度？（戻る） 

■画像の 変更：変更ずる画像選択♦を](乂ニュー）♦「宜変 
更」選択 ♦(§) ♦操作日〜6を巧〇 
■画像の 消去：ミ肖去ずる画像還巧♦を](タニュー）♦「回ミ肖 
去」選択「百 YES 」 選択♦獲） 

g 画像の指をが終われば、度？（完下）を巧す。 

夕「因登嵐」を選び、#を押す。 

分割画像が新しい画像として登され、グラフィックライブラリ 
の画面に戻リまず。 

■ 分割画像を□ングイールに添けしてを信：「宜タール添付」選 
択>0♦□ングイールさ信画面ま示 ♦[ i ^ CEP .3-3 


綿画像作巧 
ファイル名 [MyPhoto 
004-03-20」日-17 
县04-03-20」日-18 
0 sakura.jpg 
004-03-20.15-20 




嚇 


■120 X 16 日サイズ作成のときは、分割エリアの中央に 1/2 に縮小されて表示されまず。 
240 X 320 サイズ作成のとき元の画像が、 4 分割されたお割エリアに収まるときは、お 
割エリアの中央にそのまま表示されまず。また、斗分割された分割エリアよリ大きい画 
像の場合は、 1/2 に綿小され、 4 分割された分割エリアの中央に配置されまず。 


2がの画像をパノラマを巧する 


2枚の画偉を横に並べて、1枚の画像にずることができまず。 


或 +bI 

2巧の画像を選が 



パノラマ合な 

パノラマを成時には、画偉に応じて次の効果をつけることができまず。 


標準 

パノラマを成の標準モード。 

近距離で撮影した画像、遠距離で撮影した画像のどち 5 を合成するのにも適しています。 

近景 

近づいて撮影したときに生じる視差の影響を補正しまず。 

近距離で撮影した画偉をを成ずるのに適していまず。 

ドキユタント 

説明板などの文字のある画偉をを成ずるのに適していまず。 


»パノラマを成に利用できる画像は、横 48 X 縦64ドット山上、横 120 X 縦160ドットまた 
は横 160 X 縦120ドット 1 U 下の JPEG 形式です。 

枚の画像サイズが異なる塌を、同じサイズになるよう、自動的に一部を切リ出してを 
成されまず。 

»色味が異なる2枚の画偉をパノラマを成ずると、うまく合成されない塌をがあリまず。 
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I タニユー画面 （@ P .9-12) で、「回画像合な」を選び、 
#を巧す。 

■パノラマ合成する1枚目の画像を選んで操作してください。 

2「◎パノラマ合巧」を選び、#を押す。 

•画像サイズが小さすぎるときは、画像合成選択画面に戻りまず。 

3 「因標準」〜「回ドキユタント」のいずれかを選び、# 
対，す。 

1枚目の画像として指定されます。 



4「回- 


-」 を選び、#を巧す。 


グラフイツクライブラリが表示されます。 

5 合なするもラ1巧の画像を選び、#を押す。 

選んだ画像が表示されまず。 

•画像サイズが大きずぎるときや、小さずぎるときはグラフイツ 
クライブラリの画面に戻りまず。画像を選び直してください。 

6 #を巧す。 

2枚目の画像として指をされまず。 

■ 画像の確認：画像選択 ♦# 

■パノつマ含'成画面しおる： I q / (民る） 

■ 画像の変更：画像選が♦獲) ( 変更）♦画像選択♦(©♦獲) 
■ 効果の変更：効果選択♦獲) ♦ 「田標準」〜「回ドキュイント」 
選択♦續 

7^画像の指定が終わると、度？（完了）を巧す。 

を成された画像が表示されまず。 

•©を巧ずと、画像が移動し、隠れている部分が表示されまず。 
■画像の 左ち入れ替え：を）（入替） 


パノラ7合成 
効果[標華 ] 

田04-03-20」卜17 
004-03-20.15-18 


g #を巧す。 

を成した画像が新しい画像として登 
ラリの画面に戻リます。 


され、グラフィックライブ 
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が割画像を結をする（画像分割タール) _ 

画像分割イールにミを付されてきた画像の1つを指をずることで、4枚の画像を自動的 
に結合しまず。 

I タニユー画面（煩 P .9-12) で、「回画像合な」を選び、 

#を巧す。 

ク「回画像分割タール結合」を選び、#を巧す。 

処理中の乂ツ tz - ジが表示されたあと、結合された画像が表示さ 
れます。 

•分割画像の数が足りないときや、ファイルちを基準に収集した 
ファイルのお式が正しくないときなどは、確認画面が表示され 
ます。 

•選んだ画像が画像分割乂ール画像でないときは、巧認画面が表 
示され、画像合成選択画面に戻りまず。 

巧 (§) (登歸）を押す。 

新しい画像としてグラフィツクライブラリに登され、グラ 
フィツクライブラリの画面に戻りまず。 

•受信した画像のファイル名を変更したり、同じファイル名の画像がをだずる場合は、 
正しく結合できない場合があリます。 

• 画像分割イールでさ受信した画像の場合、結合した画像はをか粗くなることがあリ 
ます。 

•画像分割イールを受信ずると、4通分の□ングイー J レ料金がかかリます。 


で ヴウンドファイルの利用 


サウンドライブラリの一覧画面で'^ (タニュ ー) を}甲すと、ちの 
よラなイニュー画面が表示されまず。 

音量変更や着信音設定などサウンドライブラリでのを操作は、乂 
ニュー画面から各項目を選んで操作しまず。 

■選択しているサウンドのファイル形式やデータ内容によっては、操 
作できなかったり、ま示される乂ニューが異なる場合があリます。 


再生音量を設定する 


サウンドごとに再生音量を設定することができまず。 

I タニュー画面（煩 P .9-27) で.「因ヴウンド再ち音量 
変更」を選び、#を押す。 

ク (§) で設まする音量を選び、#を押す。 

サウンドファイルの再生音量が設定されまず。 


in 1. 

乂 □メ 

田サウント’再生音量変更 
呂着信音設定 
回効果音設定 
回パーコード作巧 
回 データ 編集 
回音色設定 
百強弱設定 
回ファイルを変更 
回乂ール添付 




IBf 


が 


画像合な 
田4お割画像作ぶ脚1甜 
回4お割画像作巧规〇微 
回画像が割乂ール結合 
回パノラマ合巧 
回簡単アニ乂作成 


.哈 
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